
薬用作物
産地化までの道のり

令和２年度 薬用作物の産地化に向けた地域説明会および相談会

薬用作物産地支援協議会

日本漢方生薬製剤協会 生薬委員会 生薬国内生産検討班
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厚生労働省

医薬基盤・健康・
栄養研究所

・薬用作物に関する支援
⇒茶・薬用作物等
地域特産作物体制
強化促進事業

・薬用植物の規制に関する
情報提供

・薬用植物の種苗・栽培に関する
情報提供

農林水産省

全国農業改良普及支援協会

・薬用作物産地支援協議会事務局

2016年
設立

薬用作物産地支援協議会

・地域説明会等の実施

・栽培技術研修の実施
・事前相談窓口の設置
・技術アドバイザー

日本漢方生薬製剤協会

本事業のスキーム
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薬用作物とは？

漢方薬とは？

需要は？



漢方医学の流れ

･「漢方医学」は、中国起源の医学を基に、
日本で独自の発展を遂げた伝統医学。

・中医学、韓医学は、起源は同じだが、異なった医学体系を形成している。
・江戸中期に伝来したオランダ医学を｢蘭方」と呼んだのに対して、
従来の日本の伝統医学を｢漢方」と呼ぶようになった。

奈良時代以降に伝来

韓薬

中薬

漢方薬
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漢方薬の原料となる生薬
植物の花、葉、茎、根 樹木の樹皮、果皮

動物由来資源 鉱物由来資源

• 人参（朝鮮人参）
• 蘇葉（シソ）
• 乾姜（ショウガ）

など

• 山椒（サンショウの実）
• 陳皮（ミカンの皮）
• 桂皮（シナモン） な

ど

• 蝉退（セミの抜け殻）
• 牡蛎（貝殻）
• 竜骨（ほ乳類の骨化石）

など

• 石膏（天然石膏） など
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漢方・生薬製剤の一例

医療用医薬品 ＯＴＣ医薬品
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医薬品市場現況 漢方製剤等の市場動向

＊漢方製剤等：薬事工業生産動態統計において、薬効分類が①漢方製剤、

②生薬、③その他生薬及び漢方処方に基づく医薬品に分類されるものの合計をいう。

漢方製剤等の需要は伸長傾向である

漢方製剤等の生産金額（過去5年の推移）

1,581

1,927

出典：厚生労働省薬事工業生産動態統計年報（2018）

（億円）

21.9％増

出典：厚生労働省薬事工業生産動態統計年報（2018）

内、漢方製剤等 約１,927億円

⇒全体の2.8％

医薬品全体

約６兆9,077億円
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漢方製剤等の市場動向



原材料（生薬）の調達状況

日漢協調べ「原料生薬使用量等調査（2019）」

漢方製剤等の原料使用量及び生産国（2016年度）

主要な生薬調達先は中国である

中国
20,633ｔ

その他の国 3,291ｔ

約77%約11%

日本
2,860ｔ
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2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

中国の市場規模は大きく、
また原料生薬の需要は高まっている

中成薬市場規模（2015～2019年）

4年間で

約12.5%
伸長

単位：兆円

出典：「米内網」

6.3

0.7

5.6

中国における生薬関連情報
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中国産と日本産の生薬購入価格
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3.6倍

調査票より、2006年
度と2016年度の両方
で日中いずれにも取
引実績のある品目に
ついて抜粋し集計、
単純平均値

依然として価格優位性は中国産にあるものの、
上昇速度の違いから、価格差は縮小傾向にある
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2017年 日漢協 調査

1.9倍

日中生薬の購入価格における調査
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流通状況？



・日本国内には市場がない

・生産者と医薬品メーカーとの間で複数年の契約を結ぶ場合が多い

医薬品
メーカー

（複数年）

契約
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生産団体

問屋

日本における生薬流通

農業経営の
安定化

価格安定化
高品質化
安全性強化



薬用作物を栽培する
注意点と対策案
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⇒参照「薬用作物の栽培ガイド」３ページ



薬用作物を始める
5 ステップ
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STEP１ 組織化

STEP２ 行政に相談

STEP３ 品目、圃場の選定

STEP４ 試験栽培

STEP５ 販売先との契約締結

⇒参照「薬用作物の栽培ガイド」４，５ページ
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生薬の品質を安定化するために・・・・
品質規格

厚生労働省 「日本薬局方」

生薬の基原種 性状（外部および内部形態・色・
味・臭い） 確認試験 純度試験 乾燥減量 灰分

酸不溶性灰分 エキス含量 成分など規定

※5年に1度改正

＋
「各社自社基準・規格」

日本薬局方で規定していないその他の品質管理項目を含む、各社独自の品質規格
★基原種の限定 ★管理指標成分 ★残留農薬 ★微生物 ★重金属 など



資料
（公益財団法人）

日本特産農産物協会
【薬用作物及び和紙原料等に関する資料】

国内生産の状況
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種苗の入手方法

生産
団体

薬
産
協

薬用植物
資源研究
センター

①相談 ②確認

③回答

④回答

薬用作物産地支援協議会までお問合せ下さい
TEL:03-6264-8087 FAX:03-6284-2534 E-mail:soudan@yakusankyo-n.org

・団体であること
・有償での譲渡となること
・所定の書類の提出が必要であること
・必ず種苗在庫があるという保証はないこと

tel:03-6264-8087


登録農薬の一例
各薬用作物に適用のある農薬種数(2020年9月1日確認時点)

※採種用トウキ
：殺虫剤1剤

※野菜類に適用のある農薬も使用可能(上記種数には含めず）

生薬名 カンゾウ シャクヤク トウキ ニンジン

適用作物名 甘草 しゃくやく(薬用) とうき 薬用にんじん

除草剤 １ ５ ５ ４

殺虫剤 ０ ０ ３ ２

殺菌剤 1 ３ 2 ３

生薬名 サイコ センキュウ ダイオウ カノコソウ

適用作物名 みしまさいこ せんきゅう だいおう かのこそう

除草剤 4 4 １ ３

殺虫剤 ５ ２ １ ０

殺菌剤 ３ ３ １ １

安全性
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ホームページ

相談窓口 地域説明会
および相談会

栽培技術研修会

技術
アドバイザー

売買支援

産地化取組事例

産地化
パンフレット

栽培技術等の情報

薬用作物に関する情報を集めた
ホームページ
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分析調査



相談窓口
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産地化を希望する生産者等からの相談・質問に対応する。
電話、メール、ＦＡＸにて対応可。



地域説明会および相談会

産地化を目指す地域(関係者)と実需者との情報の交換・
共有を図るための説明会

・薬用作物の産地化までの道のり（全体像） ／日本漢方生薬製剤協会
・薬用作物に係る規制について（薬局方、薬価、食薬区分） ／厚生労働省
・メーカー側のニーズについて（品目、価格、品質、加工調整） ／日本漢方生薬製剤協会
・参照可能な情報各種（HP、事前相談、技術アドバイザー等） ／日本漢方生薬製剤協会
・薬用植物の研究及び種子・種苗について ／国立研究開発法人 医薬健栄研 薬用植物資源研究センター
・薬用作物を対象とした補助事業等について ／農林水産省
・産地化取組事例の紹介 ／各地生薬生産団体
・質疑応答（相談内容への回答も含む） １３：００～１６：４０ 21
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産地化パンフレット

対象： 新規に薬用作物を取り組むことを検討している生産者。

内容： 薬用作物に取り組む上での、注意すべき点や情報収集の方法について
一般的な流れを紹介する。
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技術アドバイザー

栽培や加工調製段階におけるお困りごとを解決するために
専門技術指導者を現地圃に派遣し、アドバイスを行う。
基本的に無償。 売り先（取引先）の紹介は不可。



売買支援
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国内において薬用作物には市場が無い。
そこで、医薬品メーカーと生産団体様との売買成立を支援する。
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売買支援（買います情報）

医薬品メーカー側の取引希望条件を掲載する。（生薬品目毎）
合致する場合には、生産概況をフォームに記入し、お申込みを。
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売買支援（売ります情報）

生産団体様が販売を希望する生薬の情報を掲載する。
医薬品メーカー側は閲覧し、取引希望の場合には連絡を入れる。
※生産団体様は、WEB上でもFAXでもお申込み可能。
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産地化取組事例

実際に産地化に成功している、または成功に向けて取り組んで
いる生産団体の様子・経緯を事例紹介としてまとめている。



生産者様においては、試作生産物が日本薬局方の要件をクリアしている
かを確認することができる。
※ご要望を全てお受けできる訳ではございません。

対象品目：漢方・生薬製剤の原料となる、「日本薬局方収載品目」および「局外生薬規格」の
範囲。

対象者 ：法人・農協の部会・農業者で組織する団体等。 ※個人での応募は対象外

当協議会は、試作品がどのような生産物となるのかを調査し、今後の支援対策に活用いたします。

分析
機関
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生産
団体

①要望

②精査

③回答
実施可否

④ｻﾝﾌﾟﾙ
送付

⑤分析
委託

⑥結果
⑦連絡

締切：第１期８月31日
第２期 12月11日

薬
産
協

ホームページで応募受付中
令和２年度第１期（８月末締切）は１件の応募があり現在分析中

令和2年度2期は、12月11日締め切り！！

分析調査



薬用作物産地支援

情報提供
・活用できる国の支援策、
収入保険制度等

・日本薬局方、食薬区分、薬価等

・薬用植物資源の確保、
栽培技術の確立研究等
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7年間のマッチング概況 2020年3月31日時点

マッチング概況・国内の薬用作物調達量

（t）

約12％UP

国内の薬用作物調達量

日漢協調べ(2020)

日漢協調べ(2020)

※折衝開始 交渉開始した件数。
※折衝成立 交渉が成立し、試作を開始した件数。
※取引成立 医薬品ﾒｰｶｰと契約を締結した件数。
※取引成立年 医薬品ﾒｰｶｰと契約を締結した年ごとの件数。

年度⇒ 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計

折衝開始 45 36 15 12 8 1 2 119

折衝成立 19 11 5 1 4 1 2 43

取引成立 2 2 ０ 1 ２ 0 2 9

成立年
2015～
2018～

2019~
2019~

- 2017~
2018~
2018~

-
2019~
2019~
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まとめ

薬用作物産地支援

http://yakusankyo-n.org/

薬用作物の産地化のためには
生産者と実需者の情報交換、産官学の連携が必要

実需者と生産者のマッチングを支援致します
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トウキ栽培風景

ご清聴ありがとうございました
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